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四回鍬匹言言臨，

食　物　31

　目杓　抹茶の起泡にls　単･り

ある．il 子のうち物理的操作についてit 腕科の如< （建i）Tヽあi, が｀,化孝的成分即ち. う

る棟の高タヽ各物後(非蛋台償j）ヵぐ起息に肉与レて11 I知1. £得ためでヽヽ報告する

　方法試付目ま休診懸濁衣及ダ抹脊・水晨彰良を用いた．起尨度a逐立て桟. 僥セ.れf"

（りわすて尨の下の浙量, 迩量なとヽJ^ ')推定し教,．林釆守の御Lペクチンの定量,≪ヵ1レIs'ｿｰ

ﾙ徳ド績・だ，試辨の加水冷呼出3-. 終末り.ぶ/V-イCIi, 久はマセpチーA （含へ･クチナーゼり

を用いr-.

　麟呆①抹釆米懸濁衣ﾔめ牡ぐ

る．②試葦すオで―ンの水溶漣& 泡立てれ軽い咸じヽの泡と形成する（　それに祥条粗々フ

チン互分おり吋4と，いわ申う体系独特のぼってクした退が形成yれ泡沫比-t.* 良好

いMを示した．そダ）レ矛とレて　サ系゜ニン水泳衣r^試豪へ’クナンを加I た場兪も同林の傾

向示｀fS.-的られた．③試什と心i/一HO,てヽ･加水分解すiと起泡浹,よ増りぐ　屹昧比重=り

すi， ？らi-　この加水今解液に粗べ’クチン凰分色冶加して抱立てるt ，加水分所前対生

状卜似た泡ヵぐ慢うれた．次にマセロチーA を用いて試将の特具的加水今暫h=統みた鯖釆，

惚牒丈重ヵぐ変化し，不牛定な泡が得られた．

　以上の争奪ど'nヽらへごクチンが｀抹茶の起厄^1i獅すら物哺の／つてヽ吻ることが｀示咳され

た．（js 1, 凍露回a 李奈政客奏午次大会)

A 61 鋼理による野菜中無機成分り変化－ダイコン，ゴボウ．ズイキについて一

京郡府大生活科学　　畑明美　O南光美子

　目的　也年，健康管理と生体内妻寿質代謝と<r> 関嫌が珪目！机無禍賢所要-fあ５いは

通正摂取量など（こ関/Cヽだはらわれ？II 5．ところ-Zヽミネク･レ稀は主に紐口摂取によi>七の

が多く, 摂食に際レフ行われる各種調経過程での食品中ミ々ラ1レ嶺の変化を知3 2とは喩

嬰なことであろう。If7ヽベニ肇索引も各種の実陳的調理操作とミキラ1レ類の廬化につしロ

療討レマさ犯札本報ではダイコン。ゴボウ及タズイキ乱明いT-調査効果I貳べる。

　方式　ダイコン調理?ヽ心βヽ3ふきダA コンにフ川マ調べΞ. 3c・長仁輪切')し1 I区

2^^-に調整し, 米，昆布の黍加区及が氷のみの区を設け，叙及び黛器鍋で加參しr=.ゴen"

ウ調理-Zヽは，きんびらゴボウ，煮メ，r:.Ξさゴがウにフいマ調ぺr-。きにぴらゴボ｀ｳほ3

cw長の輪ヽゆりにし７任意･に50 3-秤取し。木饅後韻昧織中でヽ加秘しａ。r:犯さゴズ｀ウは3 ・ヽ

長に輪切りして卯%秤取し，酢■i添加し丿三水中で加柵後調味寝中に6り分間浸積し艮。ス-づ

そ調理T‘は，3分間水ゆi･しT=後はく皮し７水湯冷し，^C・長に切っ1 I 区㈲｝とし，鋼

喋賤中乙加勢してﾓご。&･ずれの試料も湿式分解胤，fe.吻，C≪I3原子吸光分光一分荷>t., 陥，

りま災光分浙茲にd:リ廓定しr-.

　結果　βヽうふさタ'Aコンほ，特に昆布粛加'Zヽ昿が増大した。きんがらゴポ゛ウ，煮メ調理

Tiヽは艦橋成分に葦しい変化はなかっrΞが，犯犯きゴｒウは酢添加にぷ-y Z, 禰理債吟，（為

Kは滅少し噸μ増大し在. まr- スごイ苛調理1ヽ13.領収液添加で昿が増大しz斂鍋加秘z'吋

増加が認め今収犯。


